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〈研究ノート〉
中国人日本語専攻生の文化的アイデンティティと日本語を学ぶことの意義
― 留学中の元日本語専攻生のライフストーリーから ―
葛茜（福州大学）
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１．はじめに
　近年、筆者は教育の第一線において中国の日本語教育、特に大学機関での日本語専攻教育
の危機を肌で感じている。大学教育大衆化に伴う日本語専攻生の供給過剰、就職難及び教育
の質の低下などの問題が年々と顕著化し、日本語を学ぶことによる実利的な意味は、日中両
国の経済力の逆転によってだんだん失われつつある。一方、中国の大学における日本語専攻
教育は、国家主導体制に置かれ、「外国語＝道具」という強固な教育観のもとで、言語知識
の伝授と言語技能の訓練のみが重視され、学習者の内面的な成長がなおざりにされてきた。
しかし、人間は言語を学ぶことによってアイデンティティが形成、変容され、人間として成
長していくのである。その点で言語教育は人間の成長の過程において重要な役割を担ってい
る。それ故日本語専攻生の個人としての成長、アイデンティティの形成・変容の過程におい
ての、日本語を学ぶことの意義を明らかにすることは、中国の日本語専攻教育の現況を打破
し、今後の発展に新たな道筋を示してくれることだろう。
　筆者は特に日本語専攻生の自国文化、日本文化に対する「文化的アイデンティティ」の形成、
変容に注目した。なぜなら、日本語専攻生は、日本の大衆文化から生成された肯定的な対日
認識と、歴史問題で生成された批判的な対日認識を持っている。彼らのこの相反的な対日認
識、文化的アイデンティティの形成、また、その変容を検討することは、中国における日本
語教育の存在意義やそれを担う役割を議論することには有益な示唆が得られると考える。
　本研究は在日中の二人の元日本語専攻生を対象に、中国と日本の文化間移動によって起
こった文化的アイデンティティの揺らぎや変容に注目し、それと日本語を学ぶ経験との関係
を探ってみる。一般化はできないが、実例を取り上げることによって、今後アイデンティティ
の視点から、中国の大学日本語専攻教育が何を目指すべきかを検討する。
　具体的に、下記の二つの研究課題を明らかにすることを目的とする。
①･日本に留学中の元日本語専攻生はどのような文化的アイデンティティを持っているか。
②･･日本での留学や生活などの経験は元日本語専攻生の文化的アイデンティティの変容にど
のように影響を与えたか。
2．先行研究
　発達心理学者のエリクソンが「アイデンティティ」（identity）の概念を発展させて以来、「自
己同一性」や「自己認識」などさまざまな訳語があるように、アイデンティティという語は
必ずしも共通した認識を有する概念ではない。アイデンティティは個人の内部の意識として
だけ成立するものではなく、他者との相互作用や関係性の中で形成されるものとされている
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（児美川 2006：3）。言語教育の分野においては、Norton（2000）は言語学習を、学習者自己
が獲得しようとしているアイデンティティへの投資（investment）であると捉え、アイデン
ティティを、「どのように人が自己と世界との関係を理解し、どのようにその関係が時空を
越えて構築され、どのようにその人が未来への可能性を理解するのか、ということに言及す
る用語」（Norton2000：5) と定義している。
　文化的アイデンティティ（cultural･ identity）は、「自分がある文化に所属しているという
感覚・意識」（鈴木 2008：33）と定義されているように、個人が持つ文化的帰属感・帰属意
識を表す概念として捉えられている。研究の行われる文脈によって、時には「国家アイデン
ティティ」、「民族アイデンティティ」と互換可能な言葉として使用される場合もある。本研
究は、社会的な側面を反映した概念として、個人が主観的に持つ文化的帰属感のほかに、他
集団との関係の中での個人の「自己定義」の二側面を持つものとして、「個人がある文化的
集団の一員として形成する自己概念や帰属意識で、他集団との関係性の中で変容するもの」
と定義する。つまり、文化的アイデンティティは個人の主体的な選択であり、周囲との関係
性の中で複雑に変化するものと理解している。
　一方、異文化接触は自文化への見直しやこれまで形成されてきた文化的アイデンティティ
への気づきの契機になるので、文化的アイデンティティの形成、変容に重要な役割を果たし
ている。Kramsch(1998) は言語教育における文化の問題に対し、「第三の場所」（third･plac-
es）という概念を提唱した。現在自らの立脚する文化的地点を第一の場所とし、自分が学習
しようとしている言語や文化、他者の文化的地点を第二の場所とする。そして、言語教育と
いうものは、第一の場所と第二の場所が接することで生まれる「第三の場所」を構築してい
くことを目指すべきである。この主張は、言語教育におけるアイデンティティの問題を考え
るための重要な視座を提供している。また、「第三の場所」と近い意味合いでバイラムの「第
三次社会化」（tertiary･socialization）の主張も示唆が多い。バイラムは、バーガーとルック
マンが提唱する家庭内で起こる「第一次社会化」と、広い社会の中で、国籍に関する信条や
価値観や行動様式という感覚の内在化である「第二次社会化」という理論を踏襲し、「第三
次社会化」を提起した。「第三次社会化」は「外国語学習は自分自身の社会の外の世界に目
を向け、他者性という体験、または他の文化の信条、価値観、行動様式の中に入っていくよ
う学習者を導く方法であるということを強調するために考案されたものである」（マイケル・
バイラム 2015：33）。この「第三次社会化」に向けてもっとも重要なのは、「自文化や自国
および異なる文化や外国の物の見方、行動、その産物（products）について、クリティカル
に、そして明確な基準をもとにして評価（evaluate）できる能力」である（マイケル・バイ
ラム 2015：166）。
　以下では上記の先行研究が示した考察の視点を踏まえ、元日本語専攻生が中国と日本の異
文化間移動を経験している間に、個人が持つ文化的アイデンティティはどのように変容して
いるかに焦点を当てて調査し、分析を行う。
3．研究方法
　本研究はライフストーリー研究法を用いた。ライフストーリー研究法は、インタビューを
語り手と聞き手が構成したストーリーとして解釈することで、語り手の主観とその社会的構
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成を明らかにする研究手法である。個人の人生全体またはその一部に焦点を当て、その人自
身の経験や変動に関する語りを読み解くものである（桜井 2002）。本研究は、日本での社会
的文脈の中で、日本語専攻生が持つ主観的な実感としての文化的アイデンティティがどのよ
うに形成、変容されたかを調査するので、調査対象者の主観と社会的構成の関係を重視する
ライフストーリー研究法は適した研究手法であると考えた。さらに、川上（2014：22）は、
ライフストーリーによって析出される「社会的現実」の意味を日本語教育の中で問うことは、
日本語教育の在り方を考察するには大きな意味を持つと指摘している。従って、本研究が目
指す中国の日本語専攻教育の発展に貢献できることに合致していると考える。
　本研究の調査協力者はAさん、Bさんの二人である。二人とも中国の大学で日本語専攻
生として日本語を学んできた。インタビューした時点で日本の大学院に通っている。Aさ
んには 2016･年 8･月 19 日、Bさんには 2016･年 8･月 21･日にインタビューを行った。時間は
約 1･時間から 1･時間半だった。インタビューは中国語で行ったが、以下の「語り」の部分
はすべて筆者が日本語に訳したものである。インタビューは調査協力者の承諾を得てメモと
録音で記録したうえ、録音データの文字起こしを行った。
　分析視点は、「中国、日本に関する文化的アイデンティティ」、「文化的アイデンティティ
はなぜ、どのように変容した」、「日本語を学ぶことの意味」と設定した。文字化資料を分析
視点に従い、文化的アイデンティティの変容は段階的に起こるのか、大きなエピソードはあ
るのかに留意しながら、全体のストーリーに語られていた経験をもとに考察を行った。
　インタビューでは、下記の質問項目を中心に語ってもらった。
①･･日本語を専攻として選んだ理由、経緯はなにか。大学に入る前に日本人や日本社会、日
本文化にどのようなイメージを持っていたか。なぜか。
②･･日本語を専攻として学んできたことによって、中国と日本に対する認識が変わったか。
どのように変わったか。なぜそう思ったか。
③･･日本に留学して、日本社会、日本文化に対するイメージは変わってきたか。どのように
変わったか。なぜそう思ったか。
4．分析
4.1　A さんの語り
　Aさんは 2011 年から中国の四年制大学で日本語を専攻し、2015 年から日本の大学院で地
理学について研究している。
　日本語を専攻として選んだ理由は、「日本のアニメが大好きだったから」という。日本語
を学ぶ前から、「日本はとてもきれい」、「日本人はとても礼儀正しい」と、日本と日本人に
対して良い印象を持っていた。歴史が大好きで、日本には昔の中国の文化や建物などがよく
保存されているので、将来実際に行ってみたいという希望もあった。つまり、日本に対して
一種の憧れがあったと考えられる。一方、中国で放送される抗日映画やドラマの影響で、日
本が戦争の加害者だったことに不愉快な思いも持ち、いまでも日本の国旗を見るたびに気分
が悪くなるという。日本の戦争中の行為について、「仕方がない。戦争だから敵国の人に対
してひどいことをするのは避けられない。昔のアメリカも中国もそうだった。戦争の時、非
人道的な行為をすることは仕方がない部分もある」と述べた。
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　日本語を専攻として学び、日本と日本人に対する印象は具体的になった。日本の歴史や、
日本と中国のつながりについて詳しくなった。「日本の妖怪の話は、なんと 70%も中国から
来ている」、「日本の岐阜県に鳳凰台というところがある。中国の神話の中によく出る鳥のこ
とだ」と事例を挙げて説明してくれた。日本語の敬語を学んで、日本人は相手によって適切
な言葉を選んでいることに感心した。日本人がまじめで勤勉であることを、日本語を教える
日本人教師の言動からよくわかった。「日本人の先生は他の科目の先生と違う。たとえば、
発表会などの催しのとき、詳しく教えてくれる」と評価した。つまり、日本語を学ぶ前に持っ
ていた日本人イメージは、日本人教師の言動によって検証されたといえる。
　留学中、日本人の「時間を厳守する」という印象が深められた。アルバイト先で遅刻した
ことに、職場の上司から厳しく咎められ、「約束の時間を守ること」、「遅刻しそうなとき必
ず連絡すること」を教えられた。「大部分の日本人はやさしいが、ときどき変な日本人もいる」
と言い、普通の恰好をしているが電車の中で大きい声で音楽を聴いている若者、秋葉原でよ
く見かける変なコスプレをする日本人のことを取り上げて説明した。中国にいたころ持って
いた「まじめで勤勉」という単一な日本人のイメージが、多元的で複雑な日本人のイメージ
に変わった。大学のキャンパスに、安倍政府打倒のポスターが張られていることに驚きを隠
せなかった一方、安倍首相の名前さえも知らない政治に無関心な若者の存在も不思議に思っ
た。「日本人には建前と本音があるので、友達になりにくい」ことについて、「日本人はプラ
イベートのこと、本当のことを他人に知られたくない」と理解している。これまで経験した
中国と日本、中国人と日本人の異なるところを不思議に思う一方、「最初はちょっと落ち込
んでいたが、だんだん、日本だから仕方がないと。そうしないと、日本社会に溶け込めない」
と自分に言い聞かせたという。
　中国と日本の関係について、「中国に敵意を持っている日本人がいる」が、「それは政府と
メディアの不正確な誘導があるから。実際中国に行ったことのある日本人ならそうは思わな
い」と理解を示すとともに、「中国政府、メディアも日本の悪いところばかり報道する」と
批判した。
　日本語を学ぶことの意義について、「日本語を学んだことによって、日本の文化や日本人
の考えやしぐさなどに、なんとなく影響され、教養が高められたと思う。もし英語専攻だっ
たら、欧米人らしくなってきたかもしれないが、日本人のマナーを習うことができてとても
よかった」と語った。また、「ひとつの外国語を習ったことによって、物事を考える、何か
を判断するとき、偏らないようになった」と述べた。日本人や日本文化に同化したのかとい
う筆者の質問に、「いいえ、これは同化ではない」ときっぱりと否定し、「いいものを選んで
消化している。もちろん消化したいものと消化したくないものがある」と答えてくれた。つ
まり、自己選択をしている過程の中、自分の人生を考えるきっかけにもなっていたのではな
いかと考える。
　また、日本語を学んだことによって、「自分の人生を自分で考えるようになった」という。
「高校生の時、親や先生に後ろから鞭を振り上げられて動いていたようで、実際自分は何も
考えていなかった。今は、せっかく日本語をこんなに長く習ってきているので、やはり日本
語を生かせる仕事をしたいと考えるようになった」とAさんは自らの心境を述べた。日本
に留学していることについて、「いろいろ苦労もしたけど、日本に来て全然後悔していない。
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たくさんのことが経験できて本当に良かった」と述べ、将来日本で就職したいと夢を語って
くれた。
4.2　B さんの語り
　Bさんは 2010 年から中国の四年制大学で専攻として日本語を学び、2014 年から日本の大
学院で日本文学について研究している。
　日本語を選んだ理由について、ＢさんはAさんと同じく日本のアニメやドラマを見て、
日本に対する親近感と憧れがあったからだと述べた。過去の戦争のことで、日本や日本人に
対する不愉快な印象もあったが、それほど強烈ではないと自覚している。日本語を学んでか
ら日本や日本人に対する印象がだんだん具体化され、特に日本人教師と接触することによっ
て、日本人の勤勉さ、まじめさを身近に感じる一方、ドラマや教科書で書かれていない一面
も見せられたという。Bさんは印象深い事例を二つ挙げた。Bさんは日本人教師と中国の児
童誘拐事件について話し合ったことがあった。日本人教師の「このような事件は、日本だっ
たら一件だけでも絶対に大事件として全国的な騒ぎになるのに、中国ではあまりにも多いの
で、淡々としか反応していないところを全く理解できない」という発言に衝撃を受けたとい
う。もう一つの事例は大学四年生のときの出来事である。尖閣列島を巡って日中間の緊張し
たムードの中、日本人教師と領土紛争について議論し合った。そのとき、日本人教師はなぜ
中国と日本の間は争いになったか、なぜ日本は所有権を宣告するかについて、資料や国際法
の条例などを取り上げて説明してくれた。これについて、Ｂさんは「確かに領土の話になる
と簡単に決着がつかない。しかし、日本人は自分で資料や証拠を探してくる。普通の中国人
はまったくしない。口喧嘩ばかりして説得力は全然ない」と感想を述べた。　
　日本に来てから、Bさんが持つ日本と日本人に対する認識は具体化した。日本の区役所で
働く公務員が親切であること、交差点を渡る際に車が人を待つこと、病院は施設が整えられ
て医者や看護婦の態度もいいことなど、プラスのイメージが一段と固められた。一方、Bさ
んは「日本人には建前と本音がある」、「本当の日本人の友人ができにくい」と言い、台湾人
の友人の経験を取り上げた。それは、同じゼミの台湾人の友人が、普段親しく付き合ってい
るつもりだった日本人チューターに、お互い親しいと思っていたにもかかわらず、ある日突
然「普通の友達でいい」と言い渡されたことだ。その理由は「日本人はあまり他人にストレー
トに評価されたくない」、「プライベートのことに干渉されたくない」のではないかと推測し
た。しかしあまりにも突然で率直に言われたことに、他人の自分でも怖く感じたという。B
さんは、日本人の友人ができにくいことは、言葉の問題ではなく文化の違いから生じたこと
であり、本当の自分をなかなか表に出せないことは日本人の「国民性」であると語った。ま
た、Bさんはアルバイト先での不愉快な経験も取り上げた。Bさんは客に理由が理解できな
いまま怒鳴られたことがあり、日本のサービス業に対する厳しい要求と、サービス業である
だけに何に対しても弱い立場に立たされることに疑問を感じた。一方、「ストレスが溜まっ
ている日本人が多いから、ちょっと八つ当たりされたかもしれない」と前向きに考える発言
もした。
　日本語を学んだことについて、Bさんは次のように評価した。
　「日本語を学ぶことによって、違う文化に接触することができた。新しい角度から自分を
中国人日本語専攻生の文化的アイデンティティと日本語を学ぶことの意義― 留学中の元日本語専攻生のライフストーリーから ―：葛　茜90
見つめることができた。もし、国内でしかも他の専攻だったら、毎日使っている言語は中国
語で、生活する国も中国だけで、新しい角度から自分を見つめることができなかったと思う。
日本語を学んだことによって、新しい思考様式ができた。特に中国と日本の間、こんなに複
雑に絡み合っていること、そしてある意味では、こんなに複雑に絡み合っていることこそ、
もっと客観的に見るべきではないか。」
　また、日本に留学できたことに対してもプラスに考えている。
　「大学に入る前、大学受験は人生の唯一の目標だった。何か自ら目標を立てて何かを求め
ることはなかった。日本語を学んで、自分の目標に向けて一歩一歩、頑張るようになった。
また、理性的に物事を考えるようになった。中国の教育は、個人の考えなんかは少ないし、
基本的に授業で先生が詰め込むだけ。テレビや本などを読んでも、自分の考えなどは持った
ことがなかった。日本語を学んで、特に留学ができて、自分の考えを言い出すことが増え、
以前よりずいぶん多く考えるようになってロジカルになった。これは一番得たものだ。」
　次の節では、文化的アイデンティティの視点からAさんとBさんの語りを考察する。
5．考察
5.1　関係性における文化的アイデンティティの変容と力関係
　アイデンティティは関係性の文脈によって捉えるべきだと多く指摘されている（浅井
2006 など）。上記のAさんとBさんの語りからもわかるように、二人の文化的アイデンティ
ティは他者との関係性の中で動態的に変容するもので、また、置かれた文脈に応じて選び取
られていくものといえる。
　二人とも大学に入る前は、一般的な中国人としての日本に対する認識や、イメージを持っ
ていた。これらの文化的アイデンティティは、日本語を学び、日本人教師をはじめとする日
本人との直接的な接触によって具体化されてきた。特に日本人教師の言動から、日本人に対
する「まじめ」、「勤勉」というプラスのイメージが固められ、教科書などで書かれていない
ほかの一面も感じ取ることができた。つまり、日本人教師による文化的アイデンティティへ
の付与は大きかったと考えられる。日本に留学して、日常生活やアルバイト先、大学での他
人との関係性の中で、また、自分の居場所を見つける過程の中で、日本と日本人に対する
文化的アイデンティティはさらに具体化した。その際、Aさんも Bさんも自分自身と中国、
日本との関係性について常に吟味していた。「中国人は○○でしょう」、「中国は○○でしょ
う」との発言のように、中国人としての文化的アイデンティティへの確認や認識が常にあっ
た。中国人である自分が、異国の日本で日本人と接触している中、「ここは日本だから」、「日
本人だから」ということを常に積極的に、好意的に認識しようとしていた。
　ここで注意しなければならないのは、他者との力関係が文化的アイデンティティの変容に
与える影響である。　　　
　「○○先生からたくさんのことを学んだ」というBさんの発言からもわかるように、日本
語学習の成績や効果などを左右する権限を持つ、一つの「権威」として存在する日本人教師
の言動が、専攻生の文化的アイデンティティの形成と変容に影響を与えている。また、Bさ
んはアルバイト先で遭遇した不愉快な経験について、最初は自分が中国人だからそうされた
のではないかと疑っていた。つまりＢさんがまず気づいたのは日本社会でのマイノリティの
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存在である中国人の立場だった。その後、アルバイト先の日本人も同様の扱いを受けている
ことを目撃し、「日本のサービス業はなぜこんなに弱い立場に立たされているのだろうか」
と疑問に思うようになった。これは周囲の環境や社会性の中で、自分がどのような立場に置
かれているのかを判断し、力関係によって自らの文化的アイデンティティを調整している表
れであると考えられる。また、Aさんは遅刻したことで上司に厳しく注意され、日本人の「時
間厳守」にどんな理由であっても従うべきだと理解した。つまり、アルバイト先という集団
内において、適応なアイデンティティを選び取り、他者との差異を縮めることの必要性を受
け止めたといえる。
　このように、日本語専攻生を取り巻く言語環境、生活環境において、どのような力関係が
存在し、文化的アイデンティティの変容を解明するには関係性の視点が必要だといえよう。
5.2　「第三次社会化」に向かう文化的アイデンティティの変容
　「中国」、「中国人」という集団文化の影響を受け、「中国人」であることを強く自覚してい
るAさんと Bさんは、日本語を学び、また日本に留学できたことによって、自分が所属す
る中国人や中国社会の問題点だけではなく、日本人や日本社会の問題点にも気づいた。自分
の中に蓄積された中国文化と、中国の大学で日本語を学んで理解した日本文化と、日本で体
験し理解している日本文化との間には、常に比較、検討がなされていた。中国と日本の間を
移動し、複数の言語と文化に身を置いていることによって、自分の位置や周囲との関係を常
に確認し、状況にふさわしい言語や文化的規範を選択し、使用していることがわかった。
　Bさんは、日中間の過去の歴史や領土紛争について、自らの価値観や判断の規範を持って
いた。日本人教師との接触の中で、日中間の摩擦や紛争が起こる際、盲目的に「主権侵害」
または「侵略」といった強烈な言葉で煽ったり、あるいはそれに対して異議を唱える人や異
なる考えを持つ人を「売国奴」と罵倒したりすることは、いかに冷静さに欠けた暴力的な言
動であるかに気づかされた。なぜ両国は自らの所有権を主張するのか、その根拠となるもの
は何か、日本人教師の言動から論拠を示して議論することの重要性を知らされた。また、二
人とも留学のことをプラスに評価し、中国で受けてきた教育の特徴と欠点、背後に潜んでい
るイデオロギーの存在を冷静に見つめることができた。アルバイト先や大学で日本人に接触
している中、自分自身の価値観に気づき、日本人の行動や日本社会で反映している日本文化
の特徴を積極的に理解していた。日本の社会に溶け込み、日本人との人間関係について悩み
や葛藤を繰り返す中で、日本人と中国人の枠組みを超え、一人ひとりの違いに気づき、中国
人でもない日本人でもない新たな自分の存在を自覚しはじめた。
　これは、バイラムがいう「第三次社会化」に向かう過程であると考えられる。二人とも、
中国人として当然とされている考え方や価値観のようなものは、これまでの自分が受けてき
た教育や、中国社会に存在している文化から決定されたものであることに気づいた。日本で
生活しているうちに、自分が持つ文化的アイデンティティは必ずしも他者（日本人）の価値
観やイデオロギーの観点と共存しえないかもしれないことにも気づいた。摩擦や葛藤を繰り
返す中、お互いの相違点を認識したり、可能な合致点を探し出したりすることができた。こ
れは、自己中心性を脱して複数の視点をとる、客観的な思考、自律的行動をとる「第三次社
会化」に重要な「脱中心化」（バイラム 2015：35）の行動であるといえる。
中国人日本語専攻生の文化的アイデンティティと日本語を学ぶことの意義― 留学中の元日本語専攻生のライフストーリーから ―：葛　茜92
　このように、Aさんと Bさんにとって、中国の大学で専攻として学び、一定のレベルま
で達している日本語の能力は、日本人とコミュニケーションする道具だけではなく、もはや
自らの生き方に反映され、さらに自分の人生の中で重要な位置を占めている。日本語を学ぶ
経験は、自らのアイデンティティを変容する重要なきっかけにも、手段にもなっている。言
い換えれば、･日本語を学ぶことで、･二人が持つ文化的アイデンティティに、自文化と日本文
化にクリティカルな文化意識がもたされ、最終的にバイラムが提唱する「第三次社会化」に
つながっていると考えられる。
5.3　中国の日本語専攻教育の意義を考える
　最後に、日本語の学びの意味についての二人の語りから、中国の日本語専攻教育の意義や
今後の発展の道のりについて考えてみよう。
　冒頭で指摘したように、中国の日本語専攻教育は「外国語＝道具」論という周知の教育イ
デオロギーの下で支配されてきた。この道具論こそは現在の日本語専攻教育が目指す実利主
義に直結するものと筆者は考える。実際、英語教育でも実利主義の立場にある外国語教育の
現況では、英語以外の外国語の場合、道具としての価値は学習者にははっきりと見えにくい。
従って、多くの日本語学習者にとって、日本語を学ぶメリットはどこにあるのかということ
は漠然としている。
　実際、現状を打破し、教育の質の向上や社会ニーズに答える人材の育成を目的に、日本語
専攻教育の国家スタンダードが教育部の主宰で作成され、今年公開される予定である。日本
語専攻教育の目標は、従来の「複合型日本語人材」の育成から、「日本語によるコミュニケー
ション能力を持ち、国際視野を持つグローバル人材」（修 2016：36）の育成へと転換されよ
うとしている。しかし、一連の紹介や研究論文を見る限り、カリキュラムの改訂、インターシッ
プを教育実践の一環として導入するなど、一部の改訂や改革が見られるものの、実利主義に
立ち、いかに日本語教育を実施すべきかという視点から基準を策定しているところはこれま
での立場を踏襲している。しかし、AさんとBさんの語りからすでに証明されているように、
グローバリゼーションの時代においては、言語教育は社会に人的資源を創出しているだけで
はなく、人間として成長していく過程においても重要な貢献をしている。日本語を学ぶこと
は、専攻生のこれまでの人生、さらにこれからの人生において、どのような意義があるのか、
今後の日本語専攻教育の在り方を検討するには、「人間の成長に貢献できる言語教育」とい
う視点は不可欠であろう。
　さらにいえば、現在日中両国の間に横たわっている様々な問題を解決するためには、「国」
を超えたグローバルな視点が必要だと考える。それにあたって、日中間の歴史的壁を少しず
つ克服することを目指す、クリティカルな文化意識を持つグローバル人材が必要とされるだ
ろう。つまり、中国の日本語専攻教育においては、バイラムが提唱する外国語教育の中での
「政治教育（political･education）」の側面 1 について、今後視野に入れ深く吟味する余地があ
るのである。そうすることによって、これからの時代に必要とされる日本語専攻教育は何を
目指すべきか、新たな地平線を切り開くことだろう。
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6．おわりに
　本研究は、中国の大学日本語専攻生がどのような文化的アイデンティティを持ち、また日
本語を学び、日本に留学することによって、どのように変容してきたかを、二人の調査協力
者のライフストーリーから明らかにしようとした。
　研究の結果、専攻生は日本語を学ぶ前に、日本の大衆文化から形成された日本に対する肯
定的なイメージと、歴史認識や領土紛争で形成された否定的なイメージを持っていた。日本
語を学ぶことによって、文化的アイデンティティが具体化された。卒業後日本に留学に来て、
環境や他者との関係性によって文化的アイデンティティが変容されてきた。日本語専攻生に
とって、日本語を学ぶことは、自分が持つ文化的アイデンティティに気づき、文化の背後に
ある歴史的な背景や政治性などを理解し、自文化を眺める、日本文化への再考を促す経験な
のである。これはクリティカルな文化意識を持ちながら「第三次社会化」に向かう過程であ
るといえるだろう。中国の日本語専攻教育の意義や今後の発展に向けて、学習者の人間とし
ての成長にいかに貢献できるのか、また言語教育の政治的な側面からどんな可能性があるの
か、実利主義以外の立場からの検討と熟考も必要であろう。
　本研究は、転換期を迎えている中国の大学日本語専攻教育の役割を再考し、今後の目標や
方法性を検討するために、アイデンティティの視点から教育の意義を考察したものである。
まだ緒についたばかりで、今後実践も合わせ、さらなる理論の再考と検討が必要である。
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【注】
1　バイラムは言語教育と政治教育との関連づけを提唱している。言語教育と政治教育に共通する態度、知識、行動様式を高め、
結びつけることによって、相互文化的政治力（intercultural political competence）を培うことが可能である（マイケル・バイラ
ム2015：184）。
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＜ Research Note ＞
The Cultural Identity of Chinese Students Majoring in
 Japanese and the Significance of Japanese Language Learning
Qian GE (Fuzhou University)
【Keywords】cultural identity, Chinese Students Majoring in Japanese, 
tertiary socialization, life story
　　　This paper examines cultural identity based on the life stories of two Chinese university stu-
dents, and the changes that occur within them in the process of studying the Japanese language and 
living abroad in Japan as Japanese-major students. 
　　　The result of the case studies shows that before studying Japanese, the students’ image of Ja-
pan was a combination of positive images based on Japanese popular culture, and negative images 
fueled by historical knowledge and a history of territorial disputes. Through studying Japanese, how-
ever, the cultural identities of the students were actualized, and changed due to environmental influ-
ences and interpersonal relationships while studying abroad. Japanese-major students became aware 
of their cultural identity through studying the language, and understanding the historical and political 
background behind the culture. By looking at their own culture and its background, they experience 
a reconsideration of their view of Japanese culture. This is a process towards “tertiary socialization” 
while having a critical cultural awareness. It is necessary to consider from a position other than Utili-
tarianism, whether the Japanese language education in China can contribute to the growth of learners 
as human beings, or on the other hand, it exposes the various possibilities arising from the political 
aspects of language education. 
　　　The research discusses and considers the meaning of education from a perspective of identi-
ty by dissecting university level Japanese language education in China, and the change in goals and 
methods it may face in the future.
